
Press Release　

学校向け鑑賞教育プログラム「あーとバス」ご取材のお願い

対　象：水戸市内の小学校、中学校、学童クラブ、個人 

参加校：計10団体（440名）

実施日：12月4日（水）・5日（木）・6日（金）・

　　　　7日（土）・13日（金）・14日（土）

会　場：水戸芸術館現代美術ギャラリー 

主　催：公益財団法人水戸市芸術振興財団

協　力：株式会社タビットツアーズ、

　　　　サントリーホールディングス株式会社

企　画：水戸芸術館現代美術センター（担当: 佐藤麻衣子）

企画監修：林 剛人丸（筑波大学）

　ギャラリーで開催中の「アートセンターをひらく 第Ⅱ期」展
を、グループごとにガイドスタッフと鑑賞します。
　今年のスタッフは 10 代から 70 代までの市民ボランティア
総勢 45 名。赤ちゃん連れの保護者や視覚に障害のある方、小
学生、監視スタッフなど多様な人が集まり、鑑賞についての研
修を重ねています。本番では対話をリードしながら、子どもた
ちの作品鑑賞のサポートをします。
　展覧会のテーマは展示と対話です。展示室内で繰り広げられ
る対話についてもぜひご紹介ください。

2019年11月吉日

『あーとバス2019』

取材時間は各参加校の来館時間になります。

会場：水戸芸術館現代美術ギャラリー

日時：12月6日（金）

①柳河小学校4～6年生 39名 13:30～14:30  

②茨城朝鮮初中高級学校中級部1～3年 12名

　16:00～17:30

日時：12月13日（金）

①見川小学校6年生 78名 14:00～15:00  

②赤塚中学校創作部1、2年生 16名 16:40～18:00      

　水戸芸術館現代美術センターでは、市内近郊の小中学生をギャラリーに招き、展覧会鑑賞の機会を提供す

る「あーとバス」を開催します。

　これは、参加を希望した学校・団体に当館が送迎バスを用意し、グループに分かれて展覧会を鑑賞するツ

アーです。2007 年からスタートし、今年で 12 年目を迎えました。

　つきましては、取材受入日を設けましたので、ぜひこの機会に御社メディアにて取材のうえご紹介いただ

きたくお願い申し上げます。

報道関係者　各位

　【お問合せ】※取材ご希望の方は鳥居までお電話ください。

　■企画について：佐藤麻衣子、森山純子(水戸芸術館現代美術センター教育プログラムコーディネーター)

　■広報・写真貸出について：鳥居加織 email: cacpr@arttowermito.or.jp  

　■水戸芸術館現代美術センター：Tel.029-227-8120  Fax.029-227-8130

取材受入日はこちらから

「アートセンターをひらく 第Ⅱ期」展 関連企画

ガイドスタッフや友達と話しながら

グループで作品鑑賞

心で感じたことを言葉で表現してみる

会場風景　撮影：根本譲

鑑賞する展覧会「アートセンターをひらく 第Ⅱ期」


